


































33 34

提供

非提供
Good

Bad

W

X Y

X

心理学講座

教員紹介

Lab.letters　教員からのメッセージ

心理学研究室
心理学研究室では、知覚、注意、記憶、学習、発達、脳科学、音楽、魅力などに関するオリジナルな実証研究を各学生が計画・遂行し、その
成果を論文として発表できるような研究者や、その過程で身につけた技能を職場で生かせるような人材を育成するための指導体制を整えています。

安達 真由美 教授　 ADACHI Mayumi

和田 博美 教授
WADA Hiromi

■ 研究分野

音楽心理学（聴取、演奏、感情・表現、コミュニケーション、発達）

　私たちの研究室ではラットに環境汚染物質を投与して、認知行動（学習、記憶、注意、不安、
うつ）や社会行動（コミュニケーション、他個体認知）の発達を解析しています。発達障害を早期
に発見することで予防に役立て、社会に貢献したいと考えています。例えば、赤ちゃんラットは
40～50kHzの超音波を出してお母さんラットを呼びます。ところが難燃剤（プラスチックなどを
燃えにくくして、火災から人命を守るために使用される）を投与されると超音波発声に変異が起こ
り、お母さんが気づきにくくなる可能性があります。自然界では赤ちゃんラットの生存が脅かされる
ことになるでしょう。コミュニケーション機能が損なわれることで群れが崩壊する可能性もあります。
ラットは人間が捨てた残飯も食べています。ラットに起こる変異は人間に忍び寄る脅威の前兆かも
しれません。

病気は「治療」より「予防」
社会貢献を意識した研究

　実証研究の基本は、疑問に思ったことを自分の目や耳、体で確かめることです。指導学生に
は、「どうしたらいいですか」と安易に他人をあてにする前に、まずデータを読み、論文を読んで、
論理的に考えて自分なりの結論を導き出すことの重要性を説いています。
　また動物を扱う実験に関わる者として、動物実験の倫理や福祉を理解するとともに、ラットのエサ
やりやフン掃除といった日常の飼育管理も実験の一部であることを忘れてはなりません。半年や
一年間かけた地道な世話がやがては目指す「予防」につながっていくのです。忍耐の果てに花を咲
かせる経験は、皆さんが社会人となったのちにも大切な人生訓となってくれるのではないでしょうか。

思考の独り立ちを促す指導
忍耐の果てに開花する喜びが

研究内容
妊娠中の実験動物（ラット）に環境汚染物質を投与して、生まれてくるラットの認知行動や
社会行動の発達を解析しています。環境汚染物質による発達障害を予測・評価して、
予防に役立てる研究を行っています。

川端 康弘 教授　 KAWABATA Yasuhiro

■ 研究分野

認知心理学（色覚、感性、知識、熟達）

和田 博美 教授　 WADA Hiromi

■ 研究分野

発達神経行動毒性学

行動科学講座

行動科学研究室
行動科学研究室は、社会心理学・進化心理学・文化心理学・行動経済学・比較認知科学・神経科学など人間・社会科学諸領域の理論と方
法を融合させ、人や動物の心と社会との相互影響過程に関する先導的研究に取り組みます。専門に特化した内容はもちろん、指導教員以外
からも深く幅広く学べる教育体制を整えています。

教員紹介

大沼 進 教授　 OHNUMA Susumu

■ 研究分野

環境社会心理学、リスクガバナンス

結城 雅樹 教授　 YUKI Masaki

■ 研究分野

社会心理学、文化心理学

高橋 泰城 准教授　 TAKAHASHI Taiki

■ 研究分野

行動科学、神経経済学

髙橋 伸幸 教授　 TAKAHASHI Nobuyuki

■ 研究分野

社会心理学、実験社会科学

瀧本 彩加 准教授　 TAKIMOTO Ayaka

■ 研究分野

比較認知科学

竹澤 正哲 准教授　 TAKEZAWA Masanori

■ 研究分野

社会心理学、適応的意思決定、文化進化論

中島 晃 助教　 NAKAJIMA Akira

■ 研究分野

応用統計学

小川 健二 准教授　 OGAWA Kenji

■ 研究分野

認知神経科学（特に運動学習や社会認知）

河原 純一郎 准教授　 KAWAHARA Jun-ichiro

■ 研究分野

認知行動科学（注意、記憶、魅力、ストレス、産業応用）

森本 琢 助教　 MORIMOTO Taku

■ 研究分野

認知心理学（クロスモダルな情報処理過程、記憶、心的イメージ）

人間科学専攻

▲写真は、赤ちゃんネズミが発する超音波を測定しているところ
　です。赤ちゃんネズミは40～50kHzの超音波を発してお母さ
　んネズミを呼びます。

Lab.letters　教員からのメッセージ

髙橋 伸幸 教授
TAKAHASHI Nobuyuki

　「社会的交換」とは、人間社会が資源とみなすもの̶-お金やサービス、情報に限らず、愛情、尊敬
といった互いに価値を見出すものを交換しあうことを指しています。
　小さな集団から大きな集団、親類縁者や見知った人々の輪から知らない他人同士の社会へ。
現代の私たちは人類史上、類を見ない社会を生きています。情報化社会では対面しない人間関係
も生まれ、対処する心のしくみを持っていない現代の人間はどうしたらいいのか、わからないことだ
らけです。社会は個人の意図や行動の集積である一方で、集積したことで一人一人が思いもよら
なかった意図せざる結果も生まれます。「社会的交換」などの方法論を用いながらその謎を解明
していきます。

　現在指導している大学院生は、内集団ひいき問題に取り組んでいます。人間は自分が属して
いる集団という枠組みを越えて交換しうるのか。学生には相談があればいつでも訪ねてほしいと
伝えていますので、回を重ねた対面指導でバックアップしています。
　社会心理学に必要な姿勢は、好奇心と想像力を持つこと。自分のこの行動は常識か否か、
日常的に考える力が社会を見る目にもつながります。海外からのポストドクターを交えた日常的に
英会話が聞こえてくる環境でともに学んでいきましょう。

お金、サービス、愛情の交換
個人と社会の相互関係を探る

回を重ねた指導がモットー
考える力を養い社会を見る

研究内容
社会的交換、秩序問題、社会的公正に関する理論的・実証的研究。

▲授業用スライドから抜粋した交換成立モデルの一例。

▲北海道大学の教員たちとの共著。

他の教員のメッセージはウェブサイトにてお読みください。

他の教員のメッセージはウェブサイトにてお読みください。
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▲趣味は登山。北穂高岳を目指して命の洗濯。「登山も研究も
人生もこつこつと地道な一歩の積み重ねです」。














